
二
編
よ
り
成
り
、
各
編
更
に
細
濁
に
分
っ
て
あ
る
が
、
其
内
、
各

大
戦
の
項
で
は
皇
室
、
研
究
室
、
再
演
室
、
製
圖
室
等
の
配
置
及

び
室
内
の
諸
設
備
、
教
授
助
教
授
等
の
近
献
、
其
の
講
義
並
び
に

塾
生
の
指
導
振
り
等
を
綿
密
に
覗
察
し
て
夫
を
詳
細
に
記
述
し
、

第
十
一
編
で
は
英
猫
に
於
け
る
各
敏
授
の
地
理
教
授
方
法
を
紹
介

し
、
第
十
二
編
は
全
艦
の
結
論
ミ
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
、
研
究
室

の
設
備
の
善
い
の
は
頭
重
で
は
伯
林
大
連
、
　
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
壷
、

佛
蘭
西
で
は
巴
里
大
學
、
英
國
で
は
ケ
ン
ブ
リ
ヂ
大
學
で
あ
っ
て
、

各
論
の
地
福
協
會
、
博
物
館
も
地
理
的
智
識
の
養
成
ミ
向
上
に
貢

献
し
て
み
る
。
歓
洲
に
覧
て
地
理
墨
界
の
賑
か
な
の
は
｝
般
の
思

想
が
世
界
的
で
あ
る
か
ら
從
っ
て
世
界
を
研
究
の
濤
酌
曳
こ
す
る
地

理
の
藤
野
を
促
し
，
其
の
隆
盛
を
配
し
た
の
で
あ
る
。
　
亜
米
利
加

に
於
て
は
地
理
肇
が
一
方
に
於
て
極
端
に
微
々
た
る
歌
態
で
あ
る

に
反
し
一
方
に
激
て
は
極
端
に
盛
で
あ
る
の
は
夫
が
新
開
地
で
最

初
地
理
離
を
詣
り
重
げ
要
干
し
な
か
っ
た
の
を
現
今
壁
醒
し
來
つ
た

爲
で
あ
る
。
我
國
に
於
け
る
地
理
墨
界
の
現
況
は
未
だ
充
分
で
は

な
い
。
　
此
の
畢
の
文
科
中
に
設
置
さ
れ
て
る
る
の
は
欧
洲
の
背
の

時
代
か
、
北
米
の
警
醒
以
前
の
歌
態
に
あ
る
も
の
ミ
し
か
考
へ
ら

　
　
　
第
十
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巷
　
　
紹
　
　
要

れ
ぬ
。
圖
書
館
博
物
館
は
地
理
の
研
究
に
貢
献
す
る
事
が
少
く
、

研
究
室
の
設
備
も
充
分
で
な
い
。
地
圖
の
利
用
も
幼
稚
で
、
從
っ

て
地
袋
の
翫
版
も
困
難
な
献
態
で
あ
る
云
々
ぐ
い
蓮
べ
て
あ
る
。
本

書
は
最
近
歓
米
地
理
墨
界
の
歌
況
を
知
ら
ん
ご
す
る
入
隊
に
恰
好

の
書
で
，
新
た
な
る
留
翠
者
に
は
見
學
の
指
針
ミ
な
り
、
叉
教
室

研
究
室
を
設
備
せ
ん
ミ
す
る
際
の
磁
器
に
も
な
る
も
の
で
あ
る
。

（
四
六
版
二
六
三
頁
、
東
京
古
今
書
院
獲
行
、
贋
丁
八
○
）
n
以
上

松
野
〕

　
　
追
孝
龍
山
麓
陶
窯
趾
調
査
報
告
　
　
蝋
網
野
繊

　
朝
鮮
総
督
府
昭
和
二
年
度
古
蹟
調
査
報
告
の
第
一
冊
を
な
す
も

の
で
あ
る
。
鵬
龍
山
は
忠
清
南
丸
公
州
郡
に
所
在
す
る
無
名
の
山

で
あ
る
が
近
年
こ
の
山
麓
に
多
く
の
陶
窯
趾
が
識
見
さ
れ
簡
棄
雄

健
に
し
て
雅
味
あ
る
製
品
を
照
し
く
醗
土
せ
し
め
た
爲
に
俄
然
世

の
覗
聴
を
惹
く
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
、
本
報
告
に
於
て
は
先
づ

陶
窯
趾
の
所
在
地
・
こ
讃
歌
を
見
次
い
で
登
掘
・
こ
禺
土
品
を
蓮
べ
陶

窯
の
構
造
ε
陶
器
の
種
類
欝
欝
見
陶
器
の
年
代
を
論
じ
て
居
る
。

そ
れ
に
よ
る
ミ
陶
窯
の
構
造
は
所
謂
登
窯
に
し
て
隔
壁
に
よ
っ
て

撒
室
を
纒
上
し
た
る
も
の
、
陶
器
の
種
類
に
至
っ
て
は
三
島
手
、
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四
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介

刷
毛
目
、
総
三
島
、
彫
三
島
、
黒
勅
、
白
磁
あ
り
そ
の
年
代
は
刻
銘

の
研
究
よ
り
鐙
に
李
朝
初
期
恐
ら
く
太
宗
以
後
の
も
の
な
ら
を
こ

し
た
。
思
ふ
に
朝
鮮
陶
磁
史
は
新
羅
焼
に
覧
て
堅
實
な
る
基
礎
を

矯
め
高
麗
焼
に
於
て
華
麗
な
る
花
を
開
き
李
朝
初
期
に
至
っ
て
最

後
の
光
輝
を
放
つ
も
の
で
あ
り
入
王
は
こ
の
最
後
の
光
輝
を
以
て

朝
鮮
陶
磁
愛
全
罷
を
光
被
す
る
繋
累
あ
り
、
こ
な
す
も
の
も
あ
る
、

而
し
て
鶏
龍
山
の
遣
物
は
正
に
そ
の
時
期
を
代
表
す
¶
こ
い
ふ
も
過

言
で
は
な
い
。
然
ら
ば
本
報
告
が
朝
鮮
陶
磁
史
研
究
家
に
ミ
つ
て

い
か
な
る
償
値
を
有
す
る
か
は
言
は
す
し
て
明
か
で
あ
ら
う
。
撒

＋
葉
の
實
測
圖
。
コ
ロ
タ
イ
プ
圖
版
等
は
最
多
く
こ
の
目
的
を
助

け
て
居
る
。
な
ほ
附
録
「
こ
し
て
現
在
朝
鮮
に
行
は
る
Σ
各
種
陶
窯

の
構
造
を
説
い
て
あ
る
の
も
遣
跡
の
理
解
に
よ
き
参
考
ミ
な
る
で

あ
ら
う
。
　
（
四
六
倍
剃
、
本
文
五
｝
頁
、
捧
総
三
十
四
葉
、
麗
版

八
十
一
枚
、
朝
鮮
直
江
府
蟹
行
、
非
費
品
）
〔
肥
後
〕

《
義
公
史
蹟
行
脚

弓
野
三
之
介
著

　
著
者
は
郷
土
史
研
究
の
熱
心
家
で
、
咋
年
徳
川
光
囲
生
誕
三
百

年
記
念
會
が
畢
行
さ
れ
る
に
當
り
、
此
の
偉
人
を
景
仰
す
る
一
念

か
ら
親
し
く
彼
の
史
蹟
を
巡
歴
し
、
其
の
調
査
し
見
聞
す
る
「
こ
こ

第
四
號
　
　
一
二
八
　
　
（
　
六
〇
四
）

ろ
を
、
　
い
は
ら
き
新
聞
紙
上
に
百
像
園
に
亙
り
雪
娘
し
た
が
、
今

隅
そ
れ
を
壌
訂
の
上
書
行
本
ミ
し
て
世
に
出
だ
さ
れ
た
の
が
本
書

で
あ
る
。
光
囲
の
足
蹟
を
印
せ
る
範
園
は
概
ね
水
戸
領
内
に
留
ま

り
、
領
外
で
は
小
川
、
潮
來
よ
り
房
総
牟
島
を
横
綴
し
て
海
路
三

浦
牟
島
た
上
陸
し
、
鎌
倉
よ
り
藤
澤
ま
で
行
つ
秘
事
、
其
他
で
は

笠
閥
，
筑
波
、
　
β
光
、
小
金
等
が
楽
な
る
所
で
あ
っ
て
、
著
者
は

是
等
の
吏
蹟
及
び
光
囲
の
足
蹟
は
無
い
が
湊
川
楠
公
碑
や
9
多
賀
城

碑
の
如
き
ま
で
を
も
尋
ね
、
其
他
牧
畜
植
林
等
の
事
業
。
孝
子
節

婦
表
彰
の
急
増
に
就
て
も
出
來
る
だ
け
探
究
し
、
之
に
童
謡
の
史

實
を
附
し
て
彼
の
偉
業
を
酪
酸
す
る
に
努
め
て
あ
る
。
　
訪
露
の
膿

は
引
用
文
の
原
漢
文
な
る
を
和
文
に
な
ほ
し
て
あ
る
の
も
あ
る
位

の
通
俗
を
圭
－
こ
し
て
、
行
脚
的
紀
行
文
を
加
味
し
て
興
趣
多
く
書

か
れ
て
あ
っ
て
、
讃
者
は
本
書
に
よ
り
此
の
偉
人
を
更
に
景
仰
す

る
念
を
起
す
べ
く
、
富
民
思
想
の
善
導
に
資
す
る
「
こ
こ
ろ
が
紗
く

な
か
避
り
・
り
。
　
（
m
四
六
版
四
一
二
百
ハ
、
　
詣
小
戸
弓
野
門
氏
蜘
簑
行
、
一
慣
三
閲
）


